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さまざまな団地で行われた
イベント活動をお知らせします。

千島（大阪市大正区）

リニューアルした集会所で和やかに！ さぬきうどん教室で打ち立ての麺に舌鼓

西宮マリナパークシティ 丘のある街（兵庫県西宮市）

アートで再発見in西宮浜 小さな石の庭・造形ワークショップを開催

森之宮第2（大阪市城東区）

元気に冬を乗り切るために！ 暮らしに役立つセミナーを開催

中宮第3（大阪府枚方市）

凛々しく飛ぶ姿に歓声わく 鷹匠イベント＆クリスマスリース作り

香里ヶ丘西（香里（D地区））（大阪府枚方市）

改修後の集会所を花で彩る 冬から春の花・寄せ植えワークショップ

T     PICS団地笑 顔 はじける

森之宮第2（大阪市城東区）

座ったままでも気軽に体力づくりができる！ ヨガ de Pontaを開催しました

「痛みはもちろん、つらさも分かる」
元力士の院長が親身になって治療

住吉（大阪市住之江区）

双
ふ た ご

湖整骨院

1治療はもちろん、個人の目的に応じ
たパーソナルトレーニングを実施 2
女性や重症の患者さんでも安心でき
る、半個室の施術スペースも 3力士時
代から全身をまんべんなく鍛えること
ができる ViPR トレーニングを実践す
る院長。パーソナルトレーニングに生
かされています

団地テナント

気になるお店

大阪市住之江区粉浜西3丁目1-13-5　 06-6672-2583
  8:00～12:00、15:00～19:00（木曜、土曜は午後休診）　 日曜・祝日

  南海本線「住吉大社」駅から徒歩約7分

S H O P  D A T A

団地のドングリが鹿のごはんに

コミュニティニュースコミュニティニュース

　クヌギ、コナラ、ネムノキなど四
季折々の光景を楽しませてくれる
団地内の雑木林、通称「どんぐり
山」。ここで毎年秋になると大量に
落ちるドングリを有効活用できな
いか ――UR都市機構、URコミュ
ニティ奈良住まいセンター、日本
総合住生活で結成されたスタッフ
によりプロジェクトがスタートし
ました。
　プロジェクトスタッフや住民の
皆さまでドングリを集め、奈良公
園周辺で鹿の保護活動に取り組む

「一般財団法人 奈良の鹿愛護会」
に寄付。鹿の食料として有効活用
してもらおうというプロジェク
ト。昨年11月10日、団地住民を対

真美ヶ丘 6丁目（奈良県香芝市）

1多くの親子連れでにぎわったドングリ拾い 2参加してくださった住民の皆さまには、プロジェクトス
タッフがデザインした木製マーカーをプレゼントしました 3ドングリいっぱい拾ったよ！ 4段ボール
8 箱分のドングリを寄付しました 5ドングリの音が聞こえただけで寄ってくるほど、鹿も大喜びでした

1 .延ばした生地を、等間隔で切っていく 2 .真新し
いキッチンで、講師の皆さんがゆでた麺を器に盛っ
ていきます 3 .おばあちゃんが食べさせてくれたう
どんをほおばるボク

　11月8日、リニューアルした3

号棟集会所キッチンのお披露目を

兼ねた、「お手軽手打ちさぬきうど

ん教室」を開催しました。赤ちゃん

を抱えたママから年配の方まで、

団地にお住まいの15人が参加。生

地をこねる「水まわし」から麺の形

に整えていく「麺切り」まで、香川

県大阪事務所のスタッフからつく

り方を学びました。  　　　　　      

　参加者からひときわ大きな声が

上がっていたのが「延ばし」の工程

です。麺棒を使って生地を広げて

いく大変な作業ですが、「ハート型

　秋晴れの空が広がった11月10日、

西宮マリナパークシティで造形ワー

クショップが開催されました。8号

棟入口にある石のオブジェ「ZERO 

SPACE～小さなかかけら 大きな時

間～」の制作者で、現代アート作家の

森野晋次先生を講師としてお迎えし

ました。　　　　　　　　　　　　                       

　今回のテーマは、オリジナルの「石

の円庭」。甲山の山頂付近で採取され

た大阪層群の石を使い、約15センチ

の円盤形にチャレンジしました。まず

は、学びナビゲーターの足立年樹先

生による講習で、石の特徴や西宮の

　11月22日、団地集会所で「60代

からの役立つお話」セミナーを開

催。団地にお住まいの方とそのご

家族、16人が集まり、火事の怖さ

や風邪の予防法など、暮らしに役

立つ情報に耳を傾けました。　　      

　大阪市消防局火災調査官が「物

を減らして整理整頓することが一

番の火事予防」とレクチャーする

と、次にハザマ薬局森ノ宮店の薬

剤師が風邪やインフルエンザの予

防法を説明。質疑応答タイムには、

多くの参加者が手を挙げていまし

た。続いて、城陽地域包括支援セ

　昨年10月から12月まで、鷹を

利用した烏や鳩の追い払いを実施

し た 中 宮 第3団 地。11月17日 に

52号棟東側広場で鷹匠によるデ

モンストレーションイベントが開

かれ、小さいお子さんから高齢者

まで、団地にお住まいの50人以上

の方が見学に訪れました。鷹匠の

手から対象物まで鷹を飛ばす「渡

り」の実演では、見学者の間を縫う

ように飛ぶ鷹に「うわー！」という

歓声や「かっこいいね」という声が

聞かれました。鷹とのふれあい体

験では見学者が渡りを体験。鷹を

　住民参加による「集会所大変身

プロジェクト」が進行中の香里ヶ

丘西（香里（D地区））。改修工事着工

直前の12月17日、グリーンアドバ

イザーの山田倫子さんを講師に迎

え「冬から春の花・寄せ植えワーク

ショップ」を開催しました。　　　                  

　ビオラ、ハボタン、シロタエギク、

ヘデラの4種類をプランターに植

え込むワークショップ。プランター

に入れる土の量や、花の並べ方な

ど、簡単そうに見えて奥深い寄せ植

えに、約30人の参加者たちは「これ

ぐらいの量でいいかな」「花のバラ

　11月10日、団地8号棟集会所

にヨガインストラクターの廣田幸

子さんを迎え、椅子に座ったまま

でできるヨガ体験を行いました。

多世代交流の促進を目的として、

参加者にPontaポイントをプレゼ

ントするという新しい試みで、40

代から年配の方まで幅広い年齢層

の22人の方が集まりました。　　                 

　ヨガ未経験で不安げな参加者

も、「体の声を聞いて、無理をしな

いで、気持ちいい所だけ動いてく

ださい」という廣田さんの言葉で

笑顔に。日常のすき間時間にもで

になった」「オーストラリア大陸が

できたぞ」と偶然できた生地の形

を見て笑い合い、和気あいあいと

楽しんでいました。　　　　　　       

　最後に講師が打ったうどんの試

食タイム。参加者の中で最年少の

ママが「おいしいので家でも時間

がある時にやってみたい」と言う

ように、全員が

初めての体験

に満足げな様

子でした。　　    

地形について楽しく学習。作品づくり

のスタートは、好きな石を選ぶところ

から。セメントと着色顔料を混ぜ合わ

せ、紙の器に流し込みます。「石が水

面に落ちてきたイメージで」とのアド

バイスをいただき、自由な発想で石を

並べました。　　　　　　　　　                       

　セメントが固まるまでの間は、集会

所の外のアートストリートへ。「音楽

広場」や「創造の門」など、足立先生の

解説と共に作品を鑑賞し、「じっくりと

説明が聞けてよかった」と参加者の皆

さんも満足気でした。完成した作品を

手に、笑顔での解散となりました。                            

ンターの介護支援専門員が、いざ

という時に困らない介護保険利用

の流れを解説。スライドを使った

分かりやすい説明に、「知らなかっ

た」「勉強になった」という声があ

ちこちから上がりました。最後は

URコミュニティ大阪住まいセン

ターのスタッフが見守りサービス

を解説。90分という長丁場のセミ

ナーでしたが、どの参加者も充実

した面持ちで会場を後にされまし

た。　　　　　　　　　　　　　                              

腕に載せ、記念の写真を撮る親子

連れの姿も見られました。　　　      

　 当 日、集 会 所 で 開 催 さ れ た ク

リスマスリースづくりには約20

人が参加。材料は全て中宮第3団

地 産。講 師 役 の グ リ ー ン マ ネ ー

ジャーの指導を受けながら「美的

センスが問われるわね（笑）」「久し

ぶりに集中できて楽しい」など、楽

しみながら自分好みのクリスマス

リースを仕上げていきました。　            

ンスが悪いなぁ」と悪戦苦闘。山田

さんやスタッフのサポートもあり、

最後には「きれいにできた」「お手本

より上手（笑）？」と皆さん笑顔で終

了しました。　　　　　　　　　                    

　この日に植えられた花は参加者

の中から“里親”を募集。自宅で水

やりなどのお世話をしていただき、

3月に開催予定の集会所内覧会の

際に、新しい花壇に植え込む予定で

す。みんなでつくった集会所の完成

を、みんなで育てた花が祝う ―― 

新たなコミュニティースペースの

誕生が今から楽しみです。　　　                                   

きる簡単なポーズを中心に、約1

時間にわたって汗を流しました。

運動を終えると、誰もが充実感で

あふれて、参加者からは「普段運動

をしていないのでとても気持ちい

い」「テレビ体操と違って目の前で

分からないところを教えてくれる

のがいい」といった声が聞かれ、多

くの人が「また参加したい」と口に

するのが印象的でした。　　　　         

1 .短時間で固まるセメントに鮮やかな着色顔料を
合わせます 2 .クイズ形式で楽しく学びました 3 .玄
関や自分の部屋に飾りたいです！

1 .私 も キ ャ ッ チ で き た よ！ 2 .グ リ ー ン マ ネ ー
ジャーが手順を丁寧にレクチャー 3 .上手にできま
した！

1 .体の側面を伸ばす運動。思い思いのペースで体を
動かします 2 .月々の家賃支払いでポイントがたま
る「URでPonta」を説明するスタッフ 3 .「肩甲骨の周
りはもみほぐすと呼吸が楽になりますよ」と廣田さん

1 .薬剤師のセミナーでは、気になっている健康の疑問を
質問攻め 2 .身近にひそむ危険が実験で明らかに 3 .真
剣に資料を読み込む参加者の姿が多く見られました 

1 . 2 ～ 3人ずつのグループに分かれて寄せ植えに挑
戦しました 2 .講師の山田倫子さん。同団地D51号棟の
花壇「デゴイチガーデン」も監修しています 3 .山田さ
んが各テーブルを回りながら、アドバイスを送ります

象としたドングリ拾
いを開催し、多くの親
子連れがビニール袋
いっぱいのドングリ
を集めてくださいま
し た。11月26日 ま で に 集 め ら
れたドングリは、段ボール8箱分
183kg！約1カ月乾燥させ、12月
12日に愛護会に寄付しました。愛
護会の事務局長、蘆村好高さんは

「奈良公園の芝が枯れる冬場、鹿
にとってドングリは大事な栄養
源。これだけたくさんのドングリ
を寄付していただけて鹿苑の鹿
たちも喜んでいると思います」と
非常に喜んでくださいました。
　プロジェクトを担当するUR都

笑顔でワ
ンツー！

　開業7年目となる双湖整骨院
の院長・東﨑公俊さんは、かつて
北の湖部屋に所属した元力士。現
役時代、度重なるけがに苦しんだ
ことから、引退後は柔道整復師
の資格を取得し、スポーツ選手や
体の痛みに悩む人のサポートを
行っています。
　2018年4月、現在地に移転。
腱鞘炎で日常生活に支障を来す
団地在住の高齢者から万全の状
態で土俵に挑みたい東京の現役
力士まで、さまざまな患者さんが
日々東﨑さんの元を訪れます。経
験に裏打ちされた観察眼と適切

な処置が評判で、患者さんのほと
んどが口コミ。ラグビーやバス
ケットボール、柔道など、さまざ
まなスポーツ選手が、「痛みはあ
るがなんとか試合に出たい」と東
﨑さんを頼ります。かつての自分
の経験から、体への施術だけでな
く心のケアも重視。時には試合ま
での2日間付きっきりで処置を
続け、寄り添うこともあります。
　「これだけが親方にできる恩
返し」と語る真摯な姿勢にファン
が多く、常に予約はいっぱい。ど
れだけ忙しくてもはつらつとし
て、訪れる患者さんに元気を与え
てくれます。

市機構京奈エリア経営部の奥野知
子さんは「団地の資源で地域の宝
を守る。『奈良の団地』らしい地域
貢献ではないかと考えています。
団地にお住まいの方の中には『ど
んぐり山』の存在を知らない方も
多いので、今回のプロジェクトが
団地の魅力を再認識していただく
きっかけにもなれば」と話します。
今年度は試験的に実施された本プ
ロジェクト。来年度以降のイベン
ト化に期待が高まります。

2019年（平成31年）2月 2019年（平成31年）2月


